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Description パネルディスカッション



 

パネルディスカッション 

 
 
 

自動車生産におけるグローバル展開 

 

日産自動車株式会社新車生産技術部エキスパートリーダー 

柳 原 秀 基 
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自動車生産におけるグローバル展開

日産自動車株式会社

車両生産技術本部 新車生産技術部

柳 原 秀 基
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1. 自動車生産のグローバル化

2. グローバル化の変質

3. グローバル化への取り組み

・ものづくりの基本方針(Nissan Production Way)

・グローバル化マネージメントの変革
（拡大蓄積と集中蓄積）

・技術移転
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1．自動車生産のグローバル化

車両工場 ( 含むKD ) : 26 

パワートレイン工場 : 25

車両工場車両工場 ( ( 含む含むKD )KD ) : 26 : 26 

パワートレイン工場パワートレイン工場 : 25: 25

ｽﾏｰﾅ

ｸｴﾙﾅﾊﾞｶ

南ｱﾌﾘｶ

英国

スペイン

鄭州日産汽車有限公司

広州

東風汽車有限公司
ｼﾞｮﾊﾝ

タイ
マレーシア

イラン
台湾

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ｷｬﾝﾄﾝ
ﾒ

ｱｸﾞｱｽｶﾘｴﾝﾃｽ

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

栃木
追浜

日産車体

ﾙﾉｰ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ

ｴｼﾞﾌﾟﾄ

ＫＤ：ノックダウン工場
車両工場

九州

4

1．自動車生産のグローバル化

海外生産

国内生産

(千台)

0

2,000

19
40

19
45

19
50

19
55

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
03

20
04

20
05

4,000

－xxviii－



5

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

商用車

乗用車

実績 予測

3,140

2,630

5,770
Total

千台

1．中国自動車市場の発展

全需
市場（全体需要）が急速に拡大市場（全体需要）が急速に拡大

5000

米国
17,100
日本
5,930

出典：FOURIN

6出典：自動車産業発展政策（04年6月1日公布）

1．中国「自動車産業発展政策」のポイント

2010年までに国際競争力のレベルに発展させる

・ 省エネルギー型の自動車の開発奨励技術政策

・ R&D機関の設立促進／R&D投資の助成開発能力の育成・向上

・ 外資の出資比率の上限は50%

・ 外資による合弁事業は2社迄
外資投資に対する審査の強化

・ 知的財産権をもつ独自ブランド

・ 自社企業の商標登録の促進
自主ブランドの育成

・グローバル部品マーケットへの参加促進と支援

・更なる部品メーカーの競争力強化
部品政策
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2．グローバル化の変質
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2．海外生産/開発への変遷

ノックダウン(KD)生産（現地でKD部品を組立）

一部の部品の国産化（現地で部品を製造）

国産化部品の拡大、現地開発（現地仕様モデル）

現地専用（輸出）モデルの開発、製造

世界戦略車のミニバン
「リヴィナ ジェニス（骏逸）」

他国に先駆け、中国に投入
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2．グローバル化の変質と
これからの日本のモノづくり

日本の高度成長との相違

外資ではじまったＬＣＣ産業

グローバル企業同士の熾烈な競争

通信テクノロジー(ＩＴ)の発達

物流(ＳＣＭ)の進化、hub&spoke

ＬＣＣ：Ｌｅａｄｉｎｇ Ｃｏｍｐｅｔｉｔｉｖｅ Ｃｏｕｎｔｒｉｅｓ
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Nissan Production Way : Two never ending

Never ending quests to identify problems
and put in place solutions

Never ending synchronization (Douki) 
our manufacturing with the customers

限りないお客さまへの同期

限りない課題の顕在化と改革

日産生産方式：二つの限りない
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■ フレキシブルな短い一本ライン

■ インテグレート＆フィッシュボーン

■ 人に優しく：付加価値作業への集中

3．“Nissan Integrated Manufacturing System”

NIMS :お客様への同期を目指した生産ライン
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3．日本のよって立つところは何か

開発～技術～工場の一体感

現場が強い ⇒ 累積的な改善力

「切磋琢磨」の文化 ⇒ お互い励
ましあって競争

原点は家内工業

融合

日本のモノづくりの強さ
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3．日本発グローバル化のマネジメント改革

加速的改善

拡大蓄積型

再ブレークスルー

拡大蓄積型

集中蓄積型

集中蓄積型

徹底した
競争、改革

拡大消耗型
日本からの支援⇒限界

現地自立・改善力育成
インターナルベンチマーク

加速的改善 ブレークスルー

ブレークスルー

ノウハウのインテグレート
パッケージで移植
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Benchmark activity
日本

イギリス
スペイン

アメリカ

メキシコ

ノ
ウ
ハ
ウ

Before (～2004) After (2005～)

関連会社

拡大消耗 拡大蓄積
3．ウェブ型切磋琢磨
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新車モデル生産

Global      
Training
Center

Global      
Launching
Expert

Ｓimultaneous
Engineering

3．グローバル展開の取組み

Global      
Production
Engineering
Center

モノづくり

基礎体力向上

新車生産準備

拡大蓄積

集中蓄積

現行モデル
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3．技術移転する際の課題

海外ビジネス

／技術移転

コピー商品の横行

ブランドイメージの崩壊
技術優位性喪失

競争力の低下

技術流出／盗用

課題解決のためナレッジマネージメント、
技術情報管理、リスク管理が必要
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